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8 CIAS Discussion Paper No. 23 『カラム』の時代Ⅲ──マレ ・ーイスラム世界におけるイスラム的社会制度の設計
シンガポールにおけるこの時期は、脱植民地化および
独立国家建設の時代であった。彼らは新しく形成さ
れた国家、社会の公共領域に積極的に参画し、イスラ
ムや人間集団としてのムスリムの地位を確保しよう
とした［坪井・山本編 2011a: 7-8］。
　本論集の各論において共通して扱われているのは、
こうした近代における政治・社会の諸変化に対応す
るため、個々のムスリムの諸活動を組織化し、イスラ
ムを公的に制度化しようとする努力である。光成論
文、國谷論文では家族、婚姻のあり方が論じられ、金
子論文では国民教育への関わり方が扱われている。
ムスリム個人や家庭に焦点が当てられ、近代的価値観
に適応した個人を養成しようとする姿勢が描かれる。
一方で、坪井論文では、宗教行政の分野における権限
の制度化が扱われ、山本論文では政治団体としての汎
マラヤ・イスラム党の組織化が扱われている。これは、
イスラムを行政において制度化するとともに、個々の
ムスリムを組織化により公的な場で力を結集させよ
うとする動きである。
　新しい国家的な諸制度、公共の言論空間が形成され
る過程で、イスラムの諸制度は世俗の諸制度と競合
し、それまで干渉されてこなかったムスリムの私的な
活動が西洋的な近代主義の立場からの批判にさらさ
れるようになった。これに対して、ムスリム知識人は
批判に反論する形でイスラムの独自の制度を擁護す
る必要に迫られた。ただし、その反論もまた近代的価
値観の文脈からのものであり、結果としてイスラムの
諸活動の制度化を志向する論調へとつながった。
　このため、ムスリム社会内部で見れば、彼らは改革
を迫る存在であった。各論では、合理的な制度や個人
の権利の確立が強く主張され、既存のイスラムやウラ
マーなど役職者への批判の姿勢が鮮明である。王権
やイスラムの諸制度自体には保守的な見解を示す一
方で、行政、教育、家庭などさまざまな制度の合理化
や制度内部における運用の改善、指導者の意識変化を
求めたのである。
　イスラムの諸制度の保守とその内部の改革という
一見相反する主張が近代主義のイスラム知識人の大
きな特色として浮かび上がる。そのための彼らの戦
略は、ムスリム個人に働きかけ、その諸活動を制度化
することを通じて影響力を行使していこうとするも
のであった。ここには、イスラム国家を目指す試みに
展望が開けず、国家秩序全体の構想を描きづらくなっ
た彼らがムスリム社会の内部で主導権を握っていく
ための戦略があらわれているといえるのではないか。
　これらの事例からは、ムスリム知識人が時代や状
況に対応して社会に対してさまざまな働きかけを模
索していたことが明らかになる。今後もこうした研
究を蓄積し、諸事例をより広い文脈へと位置づける
努力を重ねることにより、『カラム』およびそれが発信
された社会における時代性を明らかすることが可能
となるであろう。
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